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《今後価格動向 要注意商品》

 食品 醤油 ↑

 食品 粉ワサビ ↑

 食品 にんにく（生鮮類） コスト高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 しょうが コスト高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 香辛料全般 ↑

 食品 豆乳 コスト高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 中国産みかん缶 コスト、特に為替高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 中国フルーツ缶 ↑

 食品 中国うずら缶 コスト、特に為替高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 中国産なめこ コスト、特に為替高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 中国マッシュルーム コスト、特に為替高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 アスパラガス コスト、特に為替高騰により各社値上げ傾向。 ↑

 食品 ツナ 原油の高騰に伴い漁獲量減少。為替の影響も伴い値上げ傾向。 ↑

 食品 紀州梅 今年も収穫減。値上げ見込み。 ↑

 冷食 国産農産品 ➟

 冷食 EU輸入品 ➟

 冷食 輸入品 中東地域紛争による為替変動次第で値上げとなる可能性あり。 ➟

 冷食 海老全般 ➟

 冷食 ↓

 冷食 ↑

 冷食 ↑

 冷食 ↓

 冷食 ↑

酒類 ↑

NF ↓

NF ➟

NF ↑

区分

資源減少により漁獲量が減少。ロシア漁獲原料は紛争の影響もありロシア国内で優先消費。

原材料・資材の高騰の影響で上がり傾向。在庫量問題なし。

ナフサ原料相場は下がり傾向も、原料確保がまだ順調ではない。出荷規制中。

今期豊漁につき弱含みで推移。

ワイン、本みりん、
合成清酒

商 品 相 場 動 向

原材料費・包装資材費・物流費・人件費の上昇により各社価格改定あり。

6月の出船量が46000t台と多く、国内在庫量も回復傾向。そのため200gUPや大型の鶏もも正肉は先物コストより
安値で流通する展開。

米国の関税政策が不透明な為、主要産地（インドネシア・ベトナム）は生産量を抑制傾向。

コスト高騰により各社値上げ傾向。

北海道原料品（かぼちゃ　じゃがいも　玉ねぎ・コーンなど）が商品供給・価格に影響あり。

相場状況

中東地域紛争の行方次第で遅延が生じる可能性あり。

資材ではなく原料高騰に伴い各社値上げ傾向。中長期的にみてブラック・ホワイトペッパーの需要と供給の
バランスが崩れる。

洗剤 石油由来の容器については原油用場が安定しないため、大きく変動していない。在庫はあり。

鮭 昨年以上に原料事情が悪い。

コスト、特に為替高騰により各社値上げ傾向。

塩ビラップ、ゴミ袋、
規格袋、容器関係

しらす（国産）

パンガシウス
円安の影響もあり徐々に価格が強含みで推移。日本向けの数量が前年比130％と急増しており、
現地も強気の姿勢での提示。

スケソウダラ

ニトリル手袋 中国工場での原料確保もでき全体的に値下がり傾向。在庫潤沢にあり。

輸入鶏肉

Y A G U チ ャ ン ネ ル

相場情報

https://shokuzai-pro.com

